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自動車のトランスミッション（ATやCVTなど）には、特有の騒音が発生するものがあり、防音材のカバーをつけて騒音を低減し
ている。カバーはトランスミッション本体に固定されており、トランスミッションからの放射音を低減（吸音、遮音）している
が、振動伝達によりカバーから放射される音が影響する可能性がある。本研究では、トランスミッションを想定した治具に簡易
形状のカバーを取り付け、治具を加振した際の振動加速度や音圧レベルを計測した。また、FEMで治具やカバーをモデル化し、
振動音響解析を行った。カバーの素材はフェルトやGWで、Biotモデルを用いて計算した。カバーの固定方法やカバーの素材を
変更した際の振動加速度や音圧レベルの変化等を報告する。
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